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数学Ⅰ 第 3 章 2 次関数 No.4 

学習のねらい 

対称移動について理解しよう！ 

2 次関数の 3パターンの表し方についてポイントを押さえよう！ 

 

1.対称移動 

 2 次関数のグラフを平⾏移動する⽅法を No.2 で学習した。 
そして、今回は、移動の中でも対称移動を 

扱う。対称移動は 3 種類ある。 
 
 点(𝑎, 𝑏)はそれぞれ次の点に移る。 
 𝑥軸に関する対称移動：(𝑎, −𝑏) 
 𝑦軸に関する対称移動：(−𝑎, 𝑏) 
 原点に関する対称移動：(−𝑎,−𝑏) 
 

対称移動は頂点に着⽬すれば覚えることは何もない！例題を通してや
ってみよう。 
 
例）2 次関数𝑦 = −𝑥! + 4𝑥 − 1のグラフを(1) 𝑥軸 (2) 𝑦軸 (3) 原点の

それぞれに関して対称移動した曲線をグラフにもつ 2 次関数を求め
よ。 

 
平⽅完成すると𝑦 = −(𝑥 − 2)! + 3となる。頂点は(2, 3)である。 

 (1) 𝑥軸に関して対称移動させると、凸の上下が変わる。つまり、−𝑥!

の係数のプラスマイナスが変わる。また、頂点は、(2, −3)になる。
よって、𝑦 = (𝑥 − 2)! − 3。これを展開して、𝑦 = 𝑥! − 4𝑥 − 1。 

 (2) 𝑦軸に関して対称移動させると、凸の上下は変わらない。つま
り、−𝑥!の係数のプラスマイナスが変わらない。また、頂点は、
(−2, 3)になる。よって、𝑦 = −(𝑥 + 2)! + 3。これを展開して、𝑦 =
−𝑥! − 4𝑥 − 1。 

 (3) 原点に関して対称移動させると、凸の上下が変わる。つまり、
−𝑥!の係数のプラスマイナスが変わる。また、頂点は、(−2,−3)に
なる。よって、𝑦 = (𝑥 + 2)! − 3。これを展開して、𝑦 = 𝑥! + 4𝑥 +
1。 

 ちなみに元の式と⽐べると以下が分かる。 
 
 𝑥軸対称→𝑦を−𝑦に書き換える。𝑦軸対称→𝑥を−𝑥に書き換える。 
 原点対称→𝑦を−𝑦に、𝑥を−𝑥に書き換える。 
 
2.2 次関数の表し方 

 ここまでで、𝑦 = 𝑎(𝑥 − 𝑝)! + 𝑞と𝑦 = 𝑎𝑥! + 𝑏𝑥 + 𝑐の形を学んだ。しか
し、もう⼀つあって、𝑦 = 𝑎(𝑥 − 𝛼)(𝑥 − 𝛽)の形を考えることもある。例
えば、𝑦 = 2(𝑥 − 1)(𝑥 − 3)は展開すると、𝑦 = 2𝑥! − 8𝑥 + 6。しかし、
𝑦 = 2(𝑥 − 1)(𝑥 − 3)は、𝑦 = 0のとき、0 = 2(𝑥 − 1)(𝑥 − 3)。右辺は因数
分解されているので、𝑥 = 1、3とわかる。つまり、(1, 0)、(3, 0)を通る
放物線であることが分かる！！ 
 それぞれに良い使い⽅があるので、問題を通して確認しよう！ 
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♢問題 

1. 2 次関数𝑦 = −𝑥! + 2𝑥 + 1のグラフを(1) 𝑥軸 (2) 𝑦軸 (3) 原点の
それぞれに関して対称移動した曲線をグラフにもつ 2 次関数を求め
よ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. 次の条件を満たす放物線をグラフにもつ 2 次関数を求めよ。 
 (1) 頂点が(1, 2)で、点(3, 6)を通る。 
 (2) 軸が直線𝑥 = −1で、2 点(1, 3)、(−2,−3)を通る。 
 (3) 3 点(1, −2)、(−2,−5)、(3, 10)を通る。 
 (4) 𝑥軸と 2 点(−1, 0)、(3, 0)で交わり、点(2, −6)を通る。 
 
 
 
 
 
 
 


